
2024 年 8 月 29 日 

 

２０２４年度（令和 6年度）第 1回ＥＣＣコンピュータ専門学校学校関係者評価委員会報告書 

 

学校法人山口学園 ＥＣＣコンピュータ専門学校関係者評価委員会は、2024年8月29日に 「2023年

度自己評価報告書」に基づいて、学校関係者評価委員会を実施しましたので、 報告致します。  

 

学校法人 山口学園 

ＥＣＣコンピュータ専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

１ 開催日時：2024 年 8 月 29 日（木）18:30～20:00 

２ 場  所：ECC コンピュータ専門学校 

３ 参加者： 

〇関連業界等関係者 2 名 

【インフォームシステム株式会社 伊藤 裕一（司会）】 

【株式会社アコードセブン 野間 伸治】 

〇卒業生 2名(関連企業)    

【LINE ヤフー株式会社 小橋 勇太】 

【株式会社 SNK 谷 優】 

〇高等学校関係者 1 名 

【高校教員 貴治 康夫】 

〇地域関係者 1名  

【済美地域社会福祉協議会 中上 隆雄】 

〇保護者 1名  

【植村 和弘】 

〇学校関係者 

【学校長 納谷 新治】 

【副校長・教務課責任者 伊澤 幸徳】 

【教務課副責任者 新古 功二】 

【キャリアセンター責任者 池田 宗人】 

【広報課 岸 岳澄】（書記） 

 

▷学校関係者評価委員会開会にあたってのご挨拶 

（伊藤） 

自己評価報告書に基づいて進めていきます。 

基準ごとに区切って質疑応答宜しくお願い致します。 

 

 

 

 



自己評価報告書に関してはここから 

▷2022 年度自己評価報告書の説明と質疑応答 

基準 1 教育理念・目的・育成人材像  

（納谷） 

教育理念や育成人材像は昨年度から大きな変更はありません。就職後もゲーム・IT 業界で活躍で

きる人材の育成に努めています。 

「人間力」育成の向上について、2022 年度に IT カレッジのみ行っていた初年次教育をゲーム・ク

リエイティブカレッジにも導入しました。 

 

・質疑応答 

質問（伊藤） 

初年次教育を IT カレッジのみで行っていた状態から、ゲーム・クリエイティブカレッジにも導入

したのは手ごたえがあったからですか？ 

回答（新古） 

はい。IT カレッジでの実施において人間力教育に成果を感じたため、ゲーム・クリエイティブカレ

ッジでも実施しました。コミュニケーションが重要となってくるチーム制作で特に活かされている

とともに、休退学者の減少にも効果がありました。 

（植村） 

在学中の息子が通信制高校出身で、登校スタイルの学校に馴染めるか不安でしたが、友達作りや人

間関係においても問題なく過ごせているように感じます。 

（納谷） 

通信制高校からの入学者は年々増えており、そういった学生の居場所づくり、学びやすい環境づく

りにも努めています。 

 

基準 2 学校運営 

（納谷） 

学校運営については３ヵ年で計画を行い、学園内で共有をした後、単年での事業計画に落とし込み

進めています。 

運営の方向性も、学校長個人の判断とならないよう、週 1回各部署責任者と会議を行ったうえで意

思決定を行っています。 

また、山口学園は寄附行為に基づいて、理事会や評議委員会を適切に開催し情報公開を行っていま

す。 

情報セキュリティの観点から、学内でワンタイムパスワードを導入。 

 

・質疑応答 

質問（伊藤） 

責任者会議に出席している日本語チーム、英語チームとは何ですか？ 

回答（納谷） 

現在はどちらのチーム責任者も新古が担当しています。 

カリキュラム内に英語や、留学生には日本語の授業があるため、教務と教員で連携をとってカリキ

ュラムやシラバス作成を行うために適宜情報共有を行っています。 

質問（伊藤） 



学校の意思決定において学校長以外の意見をヒアリングさせてください。 

回答（池田） 

運営面で問題は感じていません。学園全体として PDCA を回して業務を行っているため、常に学校

として改善に努めるようにしています。 

回答（岸） 

現在の運営状況に問題は感じておりません。 

 

基準 3 教育活動 

（伊澤） 

学修成果につきましては、下記のコンテストで受賞に至ることができました。 

・日本ゲーム大賞アマチュア部門 佳作 

・福岡ゲームコンテスト ゲーム企画部門 優秀賞 

・ゲームクリエイター甲子園 優秀賞 

・若年者ものづくり競技大会 業務用 IT ソフトウェア・ソリューション部門 銅賞 

・IoT 部が複数のコンテストで 20 作品が入選 

 

企業連携授業は合計 66 社と実施しました。 

中でも、㈱NTT データグローバルソリューションズと 1年間にわたる長期特別講義およびインター

ンシップを実施し、19 名が受講。 

国際力活動では日本人学生 4 名が TOEIC600 点以上を獲得するとともに、学園の GEA という外国語

スピーチコンテストでは優秀賞と特別賞を受賞しました。 

通信制高校からの入学者が増加しており、在校生の 25%以上を占める形となりました。これまでと

は異なる週 5 登校の環境を不安視していましたが、初年次教育の実施などが功を奏し、学生満足度

は 4.44 点と高評価。 

高等部は 3期生 29 名が入校。1・2期生と合計 56 名で学修しています。 

 

・質疑応答 

質問（小橋） 

コロナが明けて大きな変化はありますか？ 

回答（新古） 

クラブ・サークルなどの放課後活動が活発になり、学生満足度向上にも繋がっています。 

質問（小橋） 

コロナ禍と比較して、学生の休退学率に変化はありますか？ 

回答（納谷） 

特に変化は見られません。 

質問（小橋） 

高等部・高等課程の生徒もクラブ・サークル活動に参加できますか？ 

回答（伊澤） 

はい。専門課程の学生とともに活動しており、学年や年齢の差を感じない和気あいあいとした雰囲

気です。 

質問（谷） 

高等部・高等課程 2 期生 27 名のうち何名内部進学予定ですか？ 



回答（伊澤） 

20 名の予定です。 

質問（谷） 

内部進学の場合、進学するコースを選べますか？ 

また、内部進学前と内部進学後に学修内容の重複などはありませんか？ 

回答（納谷） 

進学コースは選択可能です。 

学修内容については、高等部・高等課程在学中の 3年間はゲーム開発エキスパートコース［4年制］

1年次のカリキュラムを学修します。そのため、内部進学は同コース 2年次への編入を促進してい

ますが、1 期生 3 名は本人たちの希望によりゲームプログラム開発コース［3 年制］・CG デザイン

コース［3年制］を選択して内部進学しました。 

質問（貴治） 

内部進学生がいることで学内の雰囲気に変化はありますか？ 

回答（伊澤） 

特に変化は感じません。 

 

基準 4 学修成果 

（池田） 

就職状況については 2023 年度事業説明でお伝えした通りです。 

 

・質疑応答 

質問（貴治） 

内定を獲得できる学生と、できない学生の二極化について詳しく教えてください。 

回答（池田） 

IT 業界希望者については求人数が多いため、比較的内定を獲得しやすく、あまり二極化は発生し

ていません。 

一方で、ゲーム業界希望者は面接前の選考フローで作品やポートフォリオの提出があるなどハード

ルが高い傾向があり、キャリアセンターのサポートのみならず普段の授業での学修や制作力が必要

となるため、こちらは二極化が発生しています。 

 

基準 5 学生支援 

（伊澤） 

2024 年 3 月 31 日時点で休学 11 名、退学 37 名、除籍 8名、継続率 93.2％となりました。 

経営情報学専攻は 34 名中 22 名が進級、12 名が卒業。 

ピアサポート活動には 29 名の学生が登録を行い、教員以外にも学生が学生をサポートする体制づ

くりも行っています。 

 

・質疑応答 

質問（伊藤） 

経営情報学専攻の学生は今後増加する見通しですか？ 

回答（伊澤） 

意図的に増加を図るコースではないため、今後増加する見通しはありませんが、毎年一定数転科す



る学生はいます。 

質問（貴治） 

経営情報学専攻の卒業生はどういった企業へ就職していますか？ 

回答（池田） 

多いのは IT 企業のプログラミングを行わない職種です。 

質問（伊藤） 

留学生の比率が増えていますが、留学生への支援はどのような仕組みがありますか？ 

回答（新古） 

日本人学生と同じサポートや支援を行っています。 

質問（伊藤） 

保護者会の実施はどのような部分に意味を感じていますか？ 

回答（植村） 

学内の動向や就職状況がわかるので貴重な機会として参加しています。 

ゲーム・IT 業界はなじみのないことが多いため、保護者会では現在の内容に加えて、卒業後の状況

についても説明を追加していただけると助かります。 

 

基準 6 教育環境 

（伊澤） 

1 号館を建て替え工事中です。2024 年 11 月竣工予定。 

 

基準 7 学生の募集と受け入れ 

（納谷） 

少子化と大学の影響により 2023 年度は入学者数が減少。 

入学者数は 335 名（日本人：257 名 留学生：78 名）となりました。 

 

基準 8 財務 

（納谷） 

堅実な学校経営が行われており、問題ございません。 

 

基準 9 法令等の遵守 

（納谷） 

高等部・高等課程の誕生に伴い、学校薬剤師と新たに連携。 

ハラスメント等での内部通報について、職員が連絡できる環境の制定を行いました。 

 

基準 10 社会貢献・地域貢献 

（新古） 

コロナが 5類に移行したため、イベントや行事などはコロナ前同様に実施をしました。 

海外留学は渡航状況が不安定なため、オンラインでの実施を試みましたが、希望者が集まらなかっ

たため開催を中止しました。 

 

自己評価報告書に関してはここまで 

 



▷閉会のご挨拶と今後の予定 

（伊藤） 

本日はありがとうございました。 

次回の開催は 2025 年 2 月を予定しております。 


